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雨
は
、
未
明
に
止
む
は
ず
だ
っ

た
。
け
れ
ど･･･

遠
く
か
ら
雷
の

音
も
聞
こ
え
る
。
そ
ん
な
通
年

コ
ー
ス
初
日
。
ま
ず
は
樹
の
名
前

を
知
り
ま
し
ょ
う
と
樹
木
分
類
で

す
。

　
種
名
は
、
誰
か
に
聞
く
の
が
早

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
近
く

の
詳
し
い
人
」
も
ど
こ
に
い
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
検
索
。
単
葉
か
複
葉

か
、
葉
は
裂
け
る
か
裂
け
な
い

か
、
対
生
？
互
生
？
、
葉
の
縁
は

ど
う
の
と
、
分
類
の
キ
ー
を
い
く

つ
も
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
、
最
初
は
と
っ
つ
き
に
く
い
の

で
す
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方

法
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ

検
索
図
鑑
に
よ
っ
て
キ
ー
の
並
べ

方
が
様
々
な
の
で
、
自
分
に
と
っ

て
使
い
や
す
い
図
鑑
を
見
つ
け
る

こ
と
が
上
達
の
近
道
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
一
度
覚
え
た
名
前
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
、
漢
字
で
覚
え

る
、
見
つ
け
る
た
び
に
確
認
す

る
、
触
っ
て
感
触
を
確
か
め
る
、

あ
っ
た
場
所
を
地
図
に
示
す
、
デ

ジ
カ
メ
で
写
真
を
と
る
、
採
取
し

た
葉
を
標
本
に
し
た
り
ス
キ
ャ
ン

し
て
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ

り･･･

な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
自
分
に
あ
っ
た

方
法
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
宅
周
辺
の
公
園
や
里

山
を
散
歩
コ
ー
ス
に
取
り
入
れ

て
、
そ
こ
に
あ
る
樹
を
覚
え
て
し

ま
っ
た
り
、
図
鑑
で
お
気
に
入
り

の
形
の
葉
を
見
つ
け
、
そ
の
樹
を

裂ける？裂けない？

単葉か･･･複葉か･･･

雨上がりの鳩吹山にて

探
し
に
行
け
ば
、
さ
ら
に
愛
着
が

増
し
て
き
ま
す
。
花
や
実
、
秋
の

紅
葉
、
冬
芽
。
ど
ん
ど
ん
親
し
く

な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

通
年
コ
ー
ス
　
第
一
回

通
年
コ
ー
ス
　
第
一
回

通
年
コ
ー
ス
　
第
一
回

通
年
コ
ー
ス
　
第
一
回

通
年
コ
ー
ス
　
第
一
回
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88888
時時時時時
3535353535
分分分分分

　　　　　
講
師
挨
拶
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
。
い
き
な
り
の
雨
模

様
で
す
が
、
今
年
も
通
年

コ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

99999
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
休
憩
後
、
早
川
講
師
に
よ
る
分

類
学
と
樹
木
検
索
方
法
の
講

義
。
樹
木
分
類
で
は
、
検
索
の

キ
ー
（
用
語
）
を
ま
ず
理
解
し

て
下
さ
い
。
講
義
の
間
に
雨

も
上
が
る
。

1010101010
時時時時時

　
二
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
サ
ン

プ
ル
樹
木
の
和
名
検
索
を
行

う
。
単
葉
・
複
葉
、
裂
け
る
・

裂
け
な
い
・
互
生
・
対
生
、
全

縁
・
鋸
歯･･･

な
ど
、
ま
ず
は

検
索
ア
イ
テ
ム
を
理
解
し
て
、

こ
の
樹
は
な
ん
の
樹
か
調
べ

て
み
る
。

　
一
通
り
の
検
索
が
終
わ
っ
た
後

は
、
各
班
で
鳩
吹
公
園
や
小

屋
周
辺
の
樹
木
散
策
。
小
屋

西
側
の
広
葉
樹
林
は
伊
那
市

有
林
で
す
が
、
島
﨑
先
生
の

発
案
と
施
業
で
、
サ
ク
ラ
類

や
カ
エ
デ
類
、
ツ
ツ
ジ
類
な

ど
を
重
点
的
に
残
し
て
、
見

て
楽
し
く
、
将
来
は
有
用
材

も
期
待
で
き
る
と
い
う
森
に

誘
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
小
屋
で
昼
食
。
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る
よ
う
な
気
持
ち
で
。
下
面

の
枝
は
無
理
に
伐
ら
ず
造
材

後
に
。

1616161616
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻
っ

て
、
講
師
講
評
。
解
散
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
今
日
は
現
場
を
横
山
に
移
し
、

ア
カ
マ
ツ
・
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ

の
混
じ
る
林
分
で
、
主
に
サ

ワ
ラ
の
伐
倒
。
そ
こ
で
、
講
師

の
サ
ワ
ラ
の
木
材
利
用
講
義
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
現
場
到
着
後
、
体
操
。
作
業
の

前
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
う
。
分
解
掃

除
の
と
き
は
、
た
ま
に
ス
プ

ロ
ケ
ッ
ト
の
点
検
を
。
目
立

て
は
、
決
め
ら
れ
た
大
き
さ

の
丸
ヤ
ス
リ
で
。
30
度
・
水

平
・
一
方
通
行
・
同
じ
回
数
。

1010101010
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
伐
倒
開
始
。
林
道
と
境
界
の
幅

が
狭
い
と
こ
ろ
で
、
伐
倒
方

向
が
制
限
さ
れ
た
な
か
で
の

間
伐
。
造
材
は
、
２
ｍ
。
薪
材

と
な
る
そ
う
で
す
。
造
材
し

た
丸
太
は
、
数
本
ず
つ
林
道

方
向
へ
向
け
て
人
力
集
材
。

1212121212
時時時時時

　
現
場
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
伐
倒
再
開
。
ア
カ
マ
ツ
や
ヒ
ノ

キ
に
接
し
た
サ
ワ
ラ
の
う
ち

数
本
が
か
か
り
木
に
な
り
、

ト
ビ
や
フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー

で
処
理
を
行
う
。

専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催
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〜〜〜〜〜
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日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
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（
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一
日
目

一
日
目

一
日
目

一
日
目

一
日
目
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時時時時時
3030303030
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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

開
講
の
挨
拶
に
続
き
、
講
師

か
ら
の
作
業
上
の
注
意
事
項
。

三
箇
所
あ
る
現
場
か
ら
、
小

屋
の
隣
の
旧
日
影
区
有
林
を

選
び
、
早
速
、
身
支
度
。

99999
時時時時時

　
現
場
到
着
後
、
機
材
を
準
備
し

て
、
ま
ず
は
体
操
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
作
業
に
先
立
ち
、
講
師
に
よ
る

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
分
乗
し
て
鳩
吹
山
へ
。
林
道
終

点
の
「
や
っ
と
こ
平
」
の
ミ
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
は
ま
だ
開
花
し
て

い
な
い
。

1313131313
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
一
応
、
合
羽
を
着
込
ん
で
樹
木

散
策
開
始
。
ク
ロ
モ
ジ
や
バ

イ
カ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
生
い
茂

る
歩
道
を
早
川
講
師
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
鳩
吹
山
へ
。

散
策
は
、
駐
車
場
か
ら
山
頂
、

林
道
を
巡
り
、
ア
オ
ダ
モ
、
コ

バ
ノ
ガ
マ
ズ
ミ
、
サ
ワ
フ
タ

ギ
、
ヤ
ハ
ズ
ハ
ン
ノ
キ
、
ウ
ダ

イ
カ
ン
バ
、
ミ
ズ
メ
な
ど･･･

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
に

な
っ
た
樹
は
あ
り
ま
し
た
か
。

1515151515
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
ゼ
ン
マ
イ
収
穫
の
お
ま
け
も
付

い
た
散
策
を
終
了
し
、
小
屋

へ
戻
る
。

1616161616
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
講
師
総
括
。
諸
連
絡
を
し
て
終

了
、
解
散
。
お
疲
れ
様
で
し

た
。

参
加
者
／
秋
田
さ
ん
、
今
井
（
健
）

さ
ん
、
今
井
（
杉
）
さ
ん
、
神

田
さ
ん
、
工
藤
さ
ん
、
小
渕
さ

ん
、
佐
藤
さ
ん
、
田
村
さ
ん
、

中
野
さ
ん
、
東
村
さ
ん
、
平
野

さ
ん
、
水
野
さ
ん
、
斉
藤
さ

ん
、
園
田
さ
ん
、
長
坂
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
平
林
、
坂
野

　
百
穀
を
う
る
お
す
穀
雨
の
時
季

と
い
う
の
に
、
花
冷
え
の
す
る
鳩

吹
公
園
。
山
小
屋
で
は
ス
ト
ー
ブ

に
火
を
入
れ
た
三
日
間
と
な
り
ま

し
た
が
、
現
場
で
の
伐
木
造
材
は

熱
い
。

　
久
し
ぶ
り
の
伐
倒
。
体
の
重
心

と
伐
り
終
わ
り
の
線
を
注
意
深
く

探
り
、
肩
幅
程
度
に
ア
ド
レ
ス
を

と
る
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
ス
ロ
ッ

ト
ル
レ
バ
ー
を
や
さ
し
く
握
り
水

平
を
確
保
す
る
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ

　
専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
一
回
開
催
報
告

　　　　　『『『『『
アアアアア
ドドドドド
レレレレレ
ススススス
』』』』』

の
動
作
を
復
習
し
な
が
ら
、
予
定

の
方
向
へ
と
木
を
倒
し
て
ゆ
く
。

　
梢
に
向
か
っ
て
幹
の
左
側
に
立

ち
、
左
右
両
側
面
か
ら
上
面
の
枝

を
、
幹
を
抉
る
よ
う
な
気
持
ち
で

払
う
。
玉
切
り
は
山
側
か
ら
重
心

と
切
断
線
を
合
わ
せ
て
立
ち
、
奥

〜
上
〜
下
へ
と
伐
り
進
む
。

　
反
復
作
業
を
積
み
重
ね
て
、
安

全
確
実
な
伐
木
造
材
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

伐
倒
方
向
選
択
方
法
の
説
明

と
模
範
伐
倒
・
造
材
。

99999
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
復
習
の
意
味
合
い
を
込
め
、
手

ご
ろ
な
太
さ
の
ヒ
ノ
キ
か
ら

伐
倒
開
始
。
方
向
の
選
択
・
受

け
口
の
水
平
と
・
斜
め
角
度
・

つ
る
の
量
・
追
い
口
高
さ
な
ど

の
基
本
を
確
認
し
な
が
ら
の

伐
倒
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

          

小
屋
へ
戻
り
、
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
枝
払
い
は
、
根
元

か
ら
梢
に
向
か
っ
て
幹
の
左

側
を
進
み
な
が
ら
、
バ
ー
の
背

側
を
有
効
に
活
用
し
、
幹
を
抉

基本に忠実に

切れなくなったら、すぐ目立て
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1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
作
業
終
了
。
小
屋
へ
戻
り
、
講

師
講
評
、
解
散
。

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
曇
天
の
空
か
ら
は
、
今
に
も
雨

が
降
り
そ
う
で
風
も
強
い
の

で
、
初
日
と
同
じ
小
屋
隣
の

林
分
で
伐
倒
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
体
操
を
し
て
、
伐
倒
開
始
。
受

け
口
や
追
う
口
を
伐
る
と
き

の
体
勢
・
立
ち
位
置
を
考
慮
。

体
の
中
心
で
伐
り
終
わ
る
立

ち
位
置
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

使
い
方
を
探
し
て
。
時
折
強

い
風
が
吹
く
の
で
、
注
意
し

な
が
ら
追
い
口
を
伐
る
。
切

り
株
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
水

平
・
受
け
口
角
度
・
つ
る
の
量

を
確
認
。

1212121212
時時時時時

　
小
屋
へ
戻
り
、
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
切
れ
な
く
な
っ
た

ら
、
す
ぐ
目
立
て
。
伐
り
株
な

ど
を
利
用
し
て
バ
ー
を
固
定

す
る
。
造
材
時
の
体
の
バ
ラ

ン
ス
や
回
し
伐
り
を
習
熟
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
作
業
を
終
了
。
小
屋
へ
戻
り
、

講
師
講
評
。
解
散
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

参
加
者
／
石
垣
さ
ん
、
小
倉
さ

ん
、
高
野
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

第
二
第
二
第
二
第
二
第
二
・・・・・
三
回
三
回
三
回
三
回
三
回

　　　　　
66666
月月月月月
1515151515
・・・・・
1616161616
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
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）
土
）

　
　
植
林

　
　
植
林

　
　
植
林

　
　
植
林

　
　
植
林
・・・・・
下
草
刈
り
、

下
草
刈
り
、

下
草
刈
り
、

下
草
刈
り
、

下
草
刈
り
、

　
　
測
量

　
　
測
量

　
　
測
量

　
　
測
量

　
　
測
量

　
一
日
目
は
、
西
春
近
に
あ
る
下

殿
島
区
有
林
で
、
午
前
中
に
植
林

を
、
午
後
に
下
草
刈
り
を
行
う
予

定
で
す
。
夕
方
16
時
30
分
頃
に

は
、
山
小
屋
で
ミ
ズ
ホ
鋼
機
さ
ん

に
ナ
タ
・
ノ
コ
な
ど
の
山
道
具
見

本
市
を
開
催
し
て
頂
く
予
定
で

す
。

 

二
日
目
は
測
量
。
小
屋
の
周
辺

で
方
位
・
傾
斜
角
度
・
斜
距
離
を

測
っ
て
、
製
図
を
し
て
み
ま
す
。

で
き
れ
ば
面
積
計
算
も
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
作
業
の
出
来
る
支
度
と
雨
具
や

防
寒
着
・
タ
オ
ル
な
ど
ご
用
意
願

い
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ト
ン

ガ
・
鎌
な
ど
の
作
業
用
具
は
、
こ

ち
ら
で
用
意
し
ま
す
の
で
ご
心
配

な
く
。
ま
た
、
関
数
電
卓
、
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
、
定
規
、
分
度
器
を
ご

持
参
願
い
ま
す
。
8
時
30
分
、
島

﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
で
す
。

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

　　　　　
77777
月月月月月
55555
〜〜〜〜〜
77777
日日日日日
（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

（
木
〜
土
）

　　　　　

 

前
回
の
基
本
の
復
習
と
よ
り
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
方
法
で
の
伐

倒
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
傾
斜
地
で
の
安
全
確
実
な
造

材
や
枝
払
い
の
習
熟
も
平
行
し

て
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
牽
引
伐
倒

や
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
集
材
も
可
能
で

す
。

　
三
日
間
と
も
に
、
8
時
30
分
、

島
﨑
先
生
の
山
小
屋
集
合
で
す
。

第
四
第
四
第
四
第
四
第
四
・・・・・
五
回
五
回
五
回
五
回
五
回

　　　　　
77777
月月月月月
1313131313
・・・・・
1414141414
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
測
樹

　
　
測
樹

　
　
測
樹

　
　
測
樹

　
　
測
樹
・・・・・
施
業
診
断
、

施
業
診
断
、

施
業
診
断
、

施
業
診
断
、

施
業
診
断
、

　
　
伐
木
造
材

　
　
伐
木
造
材

　
　
伐
木
造
材

　
　
伐
木
造
材

　
　
伐
木
造
材

　
一
日
目
は
、
ど
ん
な
木
が
ど
れ

く
ら
い
あ
る
か
。
ま
す
み
が
丘
平

地
林
の
一
角
で
、
太
さ
・
高
さ
を

実
際
に
測
っ
て
み
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
現

在
の
健
康
状
態
や
今
後
の
施
業
の

計
画
を
立
案
し
て
み
ま
す
。

 

二
日
目
は
、
い
よ
い
よ
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
っ
た
実
践
。
始
動
方

法
や
丸
太
の
輪
切
り
練
習
、
玉
切

り
練
習
。
受
け
口
・
つ
る
・
追
い

口
と
い
っ
た
木
の
伐
倒
に
関
す
る

こ
と
を
行
う
予
定
で
す
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
。
雨
具
、
筆
記
用
具
と

電
卓
も
忘
れ
ず
に
。

　
私
と
山
と
の
出
会
い
は
、
子
供

時
代
に
始
ま
り
ま
し
た
。
神
戸
で

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
家
の
す
ぐ
裏

が
山
林
で
毎
日
山
で
遊
ぶ
の
が
習

慣
で
し
た
。
中
学
・
高
校
時
代
に

は
、
六
甲
山
（
標
高
九
百
三
十
一

ｍ
）
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。
六
甲

山
は
、
大
し
て
高
く
は
な
い
山
で

す
が
、
東
西
方
向
に
縦
走
す
る
と

四
十
Km
位
に
な
る
た
め
、
変
化
に

富
ん
だ
登
山
道
が
あ
り
、「
太
閤

の
湯
」
と
い
わ
れ
る
有
馬
温
泉
が

あ
っ
た
り
、「
百
万
ド
ル
の
夜
景
」

と
い
わ
れ
る
眺
望
箇
所
が
あ
っ
た

り
と
、
な
か
な
か
楽
し
め
る
山
で

し
た
。

　
大
学
時
代
は
名
古
屋
で
過
ご

し
、
卒
業
後
就
職
の
た
め
東
京
に

来
ま
し
た
。
公
務
員
で
し
た
の

で
、
結
構
転
勤
が
あ
り
、
三
十
五

年
間
で
十
五
回
も
引
越
し
し
ま
し

た
。
国
内
で
は
つ
く
ば
・
岐
阜
な

ど
、
海
外
で
は
ボ
ス
ト
ン
・
パ
リ
・

モ
ス
ク
ワ
に
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
、
横
浜
で
会
社
勤
め

を
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
に
従
事
し
た
三
十
五
年

間
、
山
と
の
関
係
は
少
し
希
薄
で

し
た
が
、
都
会
で
窒
息
し
そ
う
に

な
る
と
、
山
に
出
か
け
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
東
京
で
は
、
奥

多
摩
、
丹
沢
、
奥
秩
父
に
行
き
ま

し
た
し
、
モ
ス
ク
ワ
で
は
わ
ざ
わ

ざ
郊
外
の
「
ヤ
セ
ネ
バ
」
と
い
う

大
き
な
森
の
近
く
に
ア
パ
ー
ト
を

借
り
、
週
末
に
な
る
と
森
の
中
を

歩
き
回
っ
て
（
冬
は
ス
キ
ー
）
い

ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
は
当
時
（
一

九
九
八
年
頃
）
で
も
治
安
が
悪

く
、
街
中
で
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
本
当
は
人
の
少
な
い

森
の
中
を
歩
く
こ
と
は
こ
わ
か
っ

た
の
で
す
が
続
け
て
い
ま
し
た
。

仕
事
で
シ
ア
ト
ル

に
行
っ
た
時
に
は
、

天
然
林
を
見
学
し

た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
百
ｍ
近
い
高

さ
の
巨
木
が
そ
こ

か
し
こ
に
あ
る
森

林
で
（
最
高
は
百

八
ｍ
と
い
う
こ
と

で
し
た
）
、
森
に

入
っ
た
途
端
に
な

ん
と
も
い
え
な
い
す
が
す
が
し
さ

と
、
生
命
が
満
ち
溢
れ
た
空
気
を

体
じ
ゅ
う
に
感
じ
て
深
い
感
動
を

受
け
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。

 

そ
ん
な
私
が
山
仕
事
に
具
体
的

に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
昨
年
の

こ
と
で
す
。
子
供
も
大
き
く
な

り
、「
こ
の
ま
ま
年
を
と
っ
て
死

ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
何
か
遣

り
残
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。」
と
い
う
思
い
に
ふ

と
と
り
つ
か
れ
た
の
で
す
。
同
時

に
、「
日
本
の
人
工
林
は
暗
く
て

醜
い
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か

な
」
と
以
前
か
ら
感
じ
て
い
た
こ

と
も
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
、「
そ
う
だ
、

近
い
将
来
会
社
を
や
め
て
、
山
林

保
全
に
関
わ
る
活
動
に
参
加
し
よ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。
若
い
こ
ろ

か
ら
家
族
に
「
将
来
は
き
こ
り
に

な
り
た
い
」
と
言
っ
て
は
い
た
け

れ
ど
、
自
分
も
家
族
も
冗
談
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
急
に
現
実
味

を
帯
び
て
き
た
感
じ
で
す
。

　「
山
林
保
全
」
と
い
っ
て
も
、
右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、
ま

ず
体
験
を
と
思
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
「
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
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い
て
い
ま
し
た
。
何
の
雑
音
も
な

く
、
た
だ
生
き
物
た
ち
の
営
み
の

音
に
、
し
ば
し
聞
き
入
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
花
の
時
期
に
は
草

本
類
も
顔
を
出
し
は
じ
め
て
い
ま

す
。
上
ば
か
り
見
て
歩
い
て
い
た

私
は
、
ふ
と
足
元
に
菊
の
よ
う
な

葉
が
生
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

て
、
目
で
辿
っ
て
い
く
と
、
白
い

ゆ
き
の
し
た
の
様
な
花
が
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
て
、
は
っ
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
名
前
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
家
に
帰
っ
て
か
ら
調

べ
た
ら
、
胃
腸
薬
に
使
わ
れ
る
薬

草
の
オ
ウ
レ
ン
で
し
た
。
か
わ
い

ら
し
い
花
を
危
う
く
踏
ん
で
し
ま

う
と
こ
ろ
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
反

省
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
の

で
、
皆
さ
ん
も
春
か
ら
は
、
歩
い

て
い
る
地
面
に
も
着
目
し
て
み
て

下
さ
い
。「
草
本
は
ち
ょ
っ
と
苦

手
」
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
ず
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鳶
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
今
年
も
安
全
第
一
で
。
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

芳
香
が
あ
り
、
私
は
と
て
も
好
き

な
香
り
で
す
。
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の

材
は
楊
枝
や
細
工
物
に
使
わ
れ
、

花
は
茶
花
や
花
材
に
利
用
さ
れ
ま

す
。
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
は
材
が
強
靭

で
杖
や
昔
は
輪
か
ん
じ
き
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
又
、
種
や
樹

皮
か
ら
は
油
が
採
れ
灯
り
に
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
名
の
由
来
も
こ

の
こ
と
か
ら
き
て
い
て
、
チ
ャ
ン

は
瀝
青
の
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　
二
種
と
も
、
冬
芽
に
も
特
徴
が

あ
り
、
ぷ
っ
く
り
と
丸
い
の
で
見

つ
け
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
早
春

の
山
の
中
で
、
冬
芽
だ
け
を
た
よ

り
に
探
す
の
も
私
の
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。
開
花
時
期
の
頃
に
再
び

訪
れ
て
、
陽
射
し
の
中
で
咲
い
た

黄
色
い
花
を
み
つ
け
る
と
、
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン

の
花
は
香
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
で

す
が
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
花
は
淡

い
石
鹸
の
よ
う
な
香
り
が
し
ま

す
。
こ
の
時
期
は
野
鳥
も
に
ぎ
や

か
に
囀
り
始
め
、
鶯
の
声
も
あ
ち

こ
ち
で
聞
こ
え
ま
す
。
今
年
は
キ

ツ
ツ
キ
が
樹
を
つ
つ
く
音
が
早
春

の
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
林
内
に
響

塾
」
の
こ
と
を
知
り
、
す
ぐ
に
昨

年
十
一
月
の
「
集
中
コ
ー
ス
」
に

申
し
込
み
ま
し
た
。
集
中
コ
ー
ス

は
三
日
間
で
し
た
が
、
第
一
日
目

か
ら
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
ガ
ン
ガ
ン
使

わ
し
て
く
れ
る
本
格
的
な
研
修
で

大
変
満
足
し
ま
し
た
。
実
は
、
Ｋ

Ｏ
Ａ
さ
ん
が
上
場
会
社
で
あ
る
こ

と
も
知
ら
な
い
で
参
加
し
て
い
た

の
で
す
が
、
早
川
さ
ん
、
坂
野
さ

ん
を
は
じ
め
講
師
の
先
生
方
の
お

人
柄
に
も
す
っ
か
り
と
り
こ
に

な
っ
て
、引
続
き
、今
年
度
の「
専

門
コ
ー
ス
」
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

 

こ
の
間
、
少
し
ず
つ
で
す
が
山

仕
事
の
勉
強
も
始
め
ま
し
た
。
森

林
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
日
本
の
森
林
資
源
の
約
二

十
五
％
を
占
め
る
人
工
林
の
間
伐

を
緊
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
学
者
も
現
場
も
行

政
も
皆
さ
ん
一
致
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
と
し
て

は
、「
間
伐
」
に
興
味
の
的
を
絞
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
問
題
は
、
木

材
の
値
段
が
安
く
、
ま
た
小
規
模

林
家
が
多
い
た
め
、
間
伐
の
実
施

率
が
一
割
に
満
た
な
い
こ
と
で

す
。

 

し
か
し
、
最
近
、
京
都
府
の
日
吉

町
森
林
組
合
が
実
施
さ
れ
て
い
る

小
規
模
森
林
の
団
地
化
（
森
林
所

有
者
を
と
り
ま
と
め
、
作
業
道
と

高
性
能
機
械
の
導
入
を
し
や
す
く

す
る
活
動
）
な
ど
、
木
材
伐
出
費

用
を
低
下
さ
せ
る
活
動
が
少
し
ず

つ
動
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
他
方
、
外
材
価
格
の
値
上

が
り
で
今
や
「
日
本
杉
は
世
界
一

安
い
木
材
」と
言
わ
れ
、ま
た
、
原

油
価
格
の
高
騰
や
地
球
温
暖
化
問

題
の
深
刻
化
を
背
景
に
、
木
材
バ

イ
オ
マ
ス
（
薪
、
農
業
用
マ
ル
チ
、

エ
タ
ノ
ー
ル
転
換
な
ど
）
利
用
の

可
能
性
が
展
望
で
き
る
な
ど
、
間

伐
材
の
利
用
に
つ
い
て
も
以
前
よ

り
希
望
が
持
て
る
状
況
に
な
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
森
林
管
理
を
進
め
る
上
で

労
力
と
し
て
重
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
数
年

間
、
団
塊
の
世
代
の
退
職
で
人
材

に
は
事
欠
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
人

工
林
の
間
伐
は
危
機
で
も
あ
る

が
、
目
下
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て

い
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
さ
ん
は
、
企

業
と
し
て
、
山
仕
事
の
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
立
派
な
社
会
貢
献

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で

も
大
変
す
ご
い
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
更
に
進
ん
で
お
願
い
ご
と
で

す
が
、「
間
伐
が
う
ま
く
機
能
す

ち
ら
の
花
も
葉
に
先
だ
っ
て
、
良

く
似
た
黄
色
い
花
を
三
月
〜
四
月

に
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
見
分
け
方

で
す
が
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
花
は

枝
の
基
部
か
ら
出
で
い
て
柄
が
無

く
、
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
は
柄
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
が
ま
だ
葉
の
出
て
い

な
い
時
期
の
見
分
け
る
コ
ツ
で

す
。

　
葉
が
展
開
し
は
じ
め
る
と
そ
れ

ぞ
れ
の
違
い
は
一
目
瞭
然
で
す
。

ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
葉
は
、
長
さ
五

〜
八
cm
・
幅
四
〜
十
三
cm
・
広
卵

形
で
、
先
端
は
三
裂
し
縁
は
全

縁
、
三
裂
し
な
い
葉
も
ま
じ
り
ま

す
。
葉
の
基
部
か
ら
三
本
の
主
脈

が
出
ま
す
。
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
の
葉

は
、
長
さ
五
〜
八
cm
・
幅
二
〜
四

cm
・
卵
状
楕
円
形
で
、
主
脈
は
一

本
で
す
。
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
葉
の

形
は
ま
る
で
恐
竜
の
足
跡
の
よ
う

で
非
常
に
愛
嬌
の
あ
る
形
を
し
て

い
て
、
私
の
好
き
な
葉
の
ひ
と
つ

で
す
。

　
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
と
ア
ブ
ラ
チ
ャ

ン
は
ク
ロ
モ
ジ
属
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
、
枝
を
折
る
と
爽
や
か
な
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チ
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ア
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チ
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ン
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離
弁
花
の
ク
ス
ノ
キ
科
ク
ロ
モ

ジ
属
、
落
葉
低
木
、葉
は
互
生
。ダ

ン
コ
ウ
バ
イ
の
樹
高
は
二
〜
六

ｍ
・
胸
高
直
径
十
五
〜
二
十
cm
、

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
の
樹
高
は
二
〜
五

ｍ
・
胸
高
直
径
十
〜
十
五
cm
。
ど

る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
上

場
企
業
の
信
用
を
活
用
さ
れ
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
な
い
か
」
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
伊
那
に
行
く
と
き
に
は
い
つ
も

山
荘
「
ミ
ル
ク
」で
宿
泊
し
て
、い

つ
も
地
産
の
ご
馳
走
を
腹
一
杯
頂

き
ま
す
。
こ
れ
も
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林

塾
に
参
加
す
る
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。
ミ
ル
ク
の
お
か
み
さ
ん
に

伺
い
ま
し
た
が
、「
南
木
曽
町
に

小
椋
姓
の
『
木
地
師
』（
手
挽
き
ろ

く
ろ
で
お
椀
な
ど
の
木
地
を
作
る

職
人
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
そ
う

で
す
。
ま
た
、
先
日
た
ま
た
ま
訪

問
し
た
三
重
県
大
台
町
（
旧
宮
川

村
）
は
小
倉
姓
の
「
木
地
師
の
里
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
自
分
の
ル
ー

ツ
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
木
地
師
の
伝
統

的
技
術
を
学
ぶ
こ
と
も
こ
れ
か
ら

の
山
仕
事
に
ま
つ
わ
る
楽
し
み
の

一
つ
に
な
り
そ
う
で
す
。
新
米
で

す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。


